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問１

経済産業大臣

使用電力量 使用最大電力

日時

受電

受電
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問２

特定

特定

100

特定

輸入

輸入

<PS>E
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問３

適切

適切

不適切

ポリ塩化ビフェニルを含む機器は、
使用してはいけない
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問４

感電又は火災

危険

30

15
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問５

可燃性のもの

可燃性のもの

1

1

２

２
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問６

技術員

技術員

技術員

適当な間隔
をおいて 運転状態

運転状態

運転状態

制御所

必要に応じ
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問７

電気使用場所

需要場所

需要場所

需要場所

電気使用場所

建造物

工作物

建造物 工作物
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問８

電磁

人体

人体

静電

3
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問９

低圧屋内配線は接続部分は金属管内に設けてはならず
ボックス内で接続する必要がある
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問１０

解列

解列

単独運転

解列

単独運転

不足電圧

不足電圧

単独運転

単独運転

周波数

周波数

不足電圧

単独運転
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甲種風圧荷重：電線はその構成材の垂直投影面積に加わる圧力を980Paとする

乙種風圧荷重：架渉線の周囲に比重0.9、厚さ6mmの氷雪が付着した状態に対し、
甲種風圧荷重(980Pa)の0.5倍を基礎として計算したもの

氷雪の多い地方以外

氷雪の多い地方

低温季に最大風圧を
生じる地方

その他の地方

高温季 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重

低温季 丙種風圧荷重
甲種または乙種の
いずれか大きいほう

乙種風圧荷重

乙種風圧荷重の場合
𝑊2 = 0.5 × 980 N/m2 × 15 + 6 + 6 mm × 1m

= 0.5 × 980 × 27 × 10−3 × 1
= 13.23 N

𝑊1 > 𝑊2より風圧荷重は14.7 Nとなる

氷雪

垂直投影面積

6 mm

6 mm

15 mm

電線

1 m

甲種風圧荷重の場合
𝑊1 = 980 N/m2 × 15 mm × 1m

= 980 × 15 × 10−3 × 1
= 14.7 N

問１１
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氷雪

垂直投影面積

6 mm

6 mm

𝐷 mm

電線

1 m

甲種風圧荷重の場合
𝑊1 = 980 N/m2 × 𝐷 mm × 1m

= 980 × 𝐷 × 1
= 980𝐷

乙種風圧荷重の場合
𝑊2 = 0.5 × 980 N/m2 × 𝐷 + 6 + 6 mm × 1m

= 0.5 × 980 × 𝐷 + 12 × 1
= 490 𝐷 + 12

乙種風圧荷重となる仕上がり外径の最大値は𝑊1 = 𝑊2を満たす
ときなので、

980𝐷 = 490 𝐷 + 12
2𝐷 = 𝐷 + 12
𝐷 = 12 mm

※ 𝐷 > 12 mmとなる場合、甲種風圧荷重の方が大きくなる

問１１
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問１１
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𝐶 𝐶 𝐶

10350 V

進み電流𝐼𝑐

𝑋𝐿

遅れ電流𝐼𝐿

𝐴2

𝐴3

𝐴4

最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V

試験電圧𝑉𝑇は表の条件より
𝑉𝑇 = 1.5 × 6900 = 10350 V

1線の対地静電容量𝐶は
𝐶 = 0.22 μF/km × 0.15 km = 0.033 μF

𝐼𝐶 = 3𝜔𝐶𝑉𝑇 = 3 × 2𝜋 × 50 × 0.033 × 10−6 × 10350
= 0.3217 A ∼ 330 mA

問１２
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𝐶 𝐶 𝐶

10350 V

進み電流𝐼𝑐

𝑋𝐿

遅れ電流𝐼𝐿

𝐴2

𝐴3

𝐴4

𝐼𝐶 = 330 mA

リアクトルに流れる遅れ電流𝐼𝐿を求める
13000 V, 50 Hzのとき300 mA

𝐼𝐿 =
10350

13000
× 300 = 239 mA

変圧器に流れる電流𝐼𝑇は
𝐼𝑇 = 𝐼𝐶 − 𝐼𝐿 = 330 − 239 = 91 mA

変圧器容量を求める
𝑆 = 𝑉𝑇𝐼𝑇 = 10350 × 0.091
𝑆 = 941 VA

問１２
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問１２
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問１３

種類 電圧 接地抵抗値上限 接地線の太さ下限

B種
１次側：特別高圧、高圧

2次側：低圧

低圧側の対地電圧が 150 Vを超えた場合、
１線地絡電流を𝐼1として、地絡遮断時間
により異なる

遮断時間が2秒超過：𝑅𝐵 =
150

𝐼1
Ω

遮断時間が2秒以内：𝑅𝐵 =
300

𝐼1
Ω

遮断時間が1秒以内：𝑅𝐵 =
600

𝐼1
Ω

直径 4 mm
（高圧または15 kV以下の
特別高圧と低圧を結合する

場合 直径 2.6 mm）

600

𝐼𝑔
=
600

5
= 120Ω

𝑅𝐵 =
120

3
= 40 Ω
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問１３

100 V

𝑅𝐵

𝐼𝐻 = 10mA

𝑅𝐷 𝑅𝐻 6000 Ω

40 Ω

𝐼𝑔
𝑉𝐻 = 𝑅𝐻𝐼𝐻 = 10 × 10−3 × 6000 = 60 V

𝐼𝑔 =
100 − 60

40
= 1 A

𝐼𝐷 = 𝐼𝑔 − 𝐼𝐻 = 1 − 0.01 = 0.99

𝑅𝐷 =
𝑉𝐻
𝐼𝐷

=
60

0.99
= 60.6 Ω

𝑉𝐻
𝐼𝐷
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